
安全にお使いいただくために ケガや事故防止のために、必ず以下のことをお守りください。

３１

製品を乱暴に扱わない、開閉は静かに
乱暴に扱いますと、製品の破損や脱落によるケガの
恐れがあります。特に小さなお子様には充分に
ご注意ください。

ストーブやヒーターなどの暖房機器や電灯などを
製品に近づけますと、変形・変色や火災が生じる
恐れがあります。

熱源を近づけない

扉や可動部のすき間に指などを入れない
指を挟んでケガをする恐れがあります。
特に小さなお子様には充分ご注意ください。

不具合箇所は無理に直さない
使用中に異常が感じられたり不具合が生じた場合、金具や部品を
分解したり無理に直そうとしますと、落下・破損・ケガの
恐れがあり危険です。
施工業者様までご連絡またはご相談ください。

×
禁止

禁止

禁止 ×

製品に登ったり、ぶらさがったりしない
扉の脱落や破損によりケガをする恐れがあります。
また扉・カウンターなどの角部に注意してください。

禁止

ケガをする恐れがあります。
特に小さなお子様には充分ご注意ください。

×

禁止

×
棚板を水洗いした後は必ず陰干しを
棚板はまるごと水洗いすることができます。（樹脂製棚板のみ）
カビ予防および変形・変色防止のため、水洗い後は必ず陰干しを
して取り付けてください。

強制

重量物を収納しない
以下の耐荷重を超えて収納しますと変形したり、破損により、
ケガをする恐れがあります。

×
・樹脂棚板
・固定棚板、地板
・カウンター
・ブーツハンガー
・スリッパラック
・５連フック

・引き出し、内引き出し

：３ｋｇ／枚
：４ｋｇ／枚
：２５ｋｇ／枚
：１ｋｇ／個
：３ｋｇ／個
：３ｋｇ／個

：２ｋｇ／個
禁止

棚受けダボ

本体側面の穴に
しっかり
差し込む

棚板側の溝に完全に
はまるように

棚板の取り付けは、しっかり確実に
棚板を取り付ける際には、図の「棚受けダボ」を本体側面の穴に
しっかり差し込んだうえで、棚下面の溝に「棚受けダボ」が完全に
はまるように取り付けてください。棚板の固定が不完全ですと、

面の丸い方が前です。お間違いのないようにお願いいたします。
落下、破損、ケガの恐れがあります。樹脂棚板には前後があります。

強制

棚受けダボ

棚固定具

棚固定具

樹脂棚板

ストッパー

ボックスに取り付けた棚受けダボと棚固定具の位置を合わせて、
下方向へ樹脂棚板を押し込んで取り付けてください。
棚板の固定が不完全ですと、落下、破損、ケガの恐れがあります。

取り付け方によっては、樹脂棚板前側の棚下面の溝に棚受けダボが
はまらない場合がありますが、使用上問題ありません。

前

後

棚板の取り付けは、しっかり確実に

【斜め棚板について（オプション）】 【取っ手使用について（オプション）】

扉の脱落や損壊によりケガをする
恐れがあります。特に小さなお子様
には充分ご注意ください。

取っ手にぶらさがらない

禁止

×

強制

扉の開閉は静かに行ってください。

開閉は取っ手を持ち、静かに
引いて
扉を開く

お願い

・傘収納 ：３ｋｇ／個

ご使用前に必ずお読みのうえ、正しくご使用ください。また、お読みになられたあと、大切に保管してください。
・このページは取扱説明書です。お施主様が安全にご使用いただくための注意事項を記載しております。

１２ 取扱説明書
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お客様相談センター

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅｉｄａｉ．ｃｏｍ ０１２０－６８５－１１０
永大産業株式会社

内装システム事業部 ９：００～１８：００ ９：００～１８：００受付時間
日曜日・祝日・夏期休暇・年末年始

平 日
休業日

土曜日

お手入れは乾いたやわらかい布で乾拭きを
日常のお手入れは乾いたやわらかい布または化学雑巾で乾拭きしてください。ひどい汚れまたは落ちにくい汚れは、中性洗剤を
薄めて固く絞った雑巾で拭き取ってください。汚れがひどい場合でも酸性・アルカリ性の洗剤、溶剤（シンナー・ベンジン）
などは絶対に使用しないでください。 ※化学雑巾のご使用にあたっては必ず使用用途をご確認ください。

直射日光に長時間さらさない
扉の反り・変色：ヒビ割れなどの原因となります。
カーテンやブラインド等で極力直射日光を避けてください。

シールやテープ類を貼らない
接着剤で表面が傷む恐れがあります。また、はがした後に
汚れが残る恐れがありますので貼らないでください。

お手入れの際には次の事項に注意してください。

お願い

お願いお願い

【ブーツハンガーについて（オプション）】

①ブーツハンガーを閉じた状態でブーツの
口に入れる。手を離すとブーツハンガー
が開きます。

必ずブーツハンガーを閉じた状態でブーツを抜いて
ください。無理に抜こうとすると、ブーツが傷つく

ブーツの吊り下げ

ケガをする恐れがあります。
また、極端に大きなブーツや特殊な形状のブーツは
吊り下げできない可能性があります。

ブーツを外す際は、ブーツハンガーを閉じて

ブーツを吊るす以外に使用しない

②ブーツハンガーをハンガーパイプに吊り
下げます。

【握りバー設置用サイドパネルについて（オプション）】

×

強制恐れがあります。

製品の分解・修理・改造をしないでください。
ブーツが下げられなくなりケガをする恐れがあります。

改造をしない

禁止

禁止

扉は必ず扉を押して開けてください。無理に開けようとすると
部品の破損や扉の開閉に支障をきたす恐れがあります。
扉を閉めるときは手を添えて閉まったのを確かめてください。
また、強い力で押し込んだり乱暴に扱わないでください。

①押す

② 開く

扉を無理に開けたり、閉めたりしない

握りバーを掴んでいる手と扉がぶつかりケガをする恐れが
あります。特に小さなお子様には充分ご注意ください。

握りバーを持ちながらの扉開閉は慎重に

お願い

【ファインモーションについて（オプション）】

お願い

ファインモーション機構は扉を減速させる機能がありますが、
必要以上に強い力で開閉すると破損や故障の原因となります。
必ず適度な力に加減して開閉してください。

扉を無理に開けたり、閉めたりしない

【プッシュオープンについて（オプション）】

お願い

○

きれいにお使いいただくためにきれいにお使いいただくために


